


バスが
出ますよ

乗り遅れない
ようにね

俺も乗せて
くれ

はじめに

事業承継って、ずいぶん先の話で関係ないと思っていても、年をとるにつれどんど

ん目の前に迫ってくるものです。

同年齢の人が亡くなる。M&Aで会社を売ってしまうなど…。若い若いと思ってい

ても、次から次へと周りの景色が変わってきて、事業承継というバスが迎えに来る。

どんどん仲間が乗っていくので、私たちも乗らなければと、ふと思い始める。

次の世代に事業と経営権を譲り、自分の財産の承継も考えていく。今まで利益を出

すことだけを考えてきた社長が、事業承継という初めての体験をしていくのです。

だからこそ失敗も多い。ある会社でこんなドラマがありました。会社の経営方法や

相続、事業承継をめぐり、親子喧嘩が勃発。しかし、毎月テーマを決めて会議をして

いき、最後は力を合わせて100年続く会社をつくっていこうというハッピーな話にな

りました。

ぜひ、この成功のツボをつかんで皆様方が幸せになっていただければ幸いです。
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先代と後継者の事業承継のギャップを埋めていきます
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1年目

1月
もうそろそろ次の者に会社を
譲る時期かなあ

もう
そろそろ
かな

そう思い始めた
ときが事業承継
のスタートですよ

・同世代の仲間が亡くなった

・最近年を感じるようになった

・あっちこっちが痛い

・人間ドックに入るといつも何か指摘
　される

あ る 日 の で き ご と

今年も息子の家族とともに賑やかな新年を迎えることができた。思えば息子の
歳には会社を立ち上げていた。そろそろバトンタッチかなあ。



1 事業承継への気付き

５

事業承継の悩みはこれです

事業
承継

兄弟喧嘩が生じない
ように自社株対策を
しておいてほしい

誰が社長になっても
利益が出るような
経営システムにして
おいてほしい

万一があっても
相続税が支払える
ようにしておいて

ほしい

うるさい株主や
名義株は親父の時代
に整理してほしい

ワンマン社長の
独演会なんて僕には

できないよ

事業承継は
相続税だけの
問題では
ないんですよ

悩みが
一杯ありますよ
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納税資金
（少額）

事業承継といえば、すぐに相続税の問題と思われがちですが…
① 会社の「経営」を上手に承継していくことが第一です。
② 次に自社株で兄弟喧嘩しないような「資本関係」の整備を考えていくこと
です。
③ さらに「相続税」が支払えるように手を打っていくことも大切です。
これら3つのことを実行していくことが、事業承継対策なのです。
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1年目

2月
「こんなボロボロの会社なんかやってられない」
という言葉でバトルが始まった

❹こんなやり
方は今の時代に
合わないよ！

❷ボロ資産と
借金ばかり残し
ておいて…

❺理屈ばかり
言ってないでま
ず実績を出せ！

❶俺の若い
頃は…

社長専務

❸俺が30年間命がけ
で頑張ってきた会社な
のによく言うよなぁ。

先代と後継者との間に
大きなギャップ

あ る 日 の で き ご と

大会社にいたときには、お金の心配など全くなかった。親父の会社に戻ったと
たん手形の期日が近づくたびハラハラドキドキ。戻るんじゃなかった。僕（専
務）のため息も凍りそうだ。



1 事業承継への気付き
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喧嘩している
時じゃないな

力を合わせて
頑張らないと

現 状 良くしていこう 夢ある会社へ

経
営
計
画
表

経
営
（
事
業
）

①高付加価値の商品をもち、
高い利益率を誇れる
②ライバルよりも高い給料
を支払い、社員にやる気
が満ちあふれている

資
本
（
経
営
権
）

①社長が変わっても株主間
で大きな争いがない
②社長の方針にみんながつ
いていく

相
続
（
財
産
）

①社長が亡くなっても相続
人間で大きなもめごとが
ない
②相続税も余裕をもって支
払える

1 喧嘩して喜ぶのはライバル会社

2 夢をもって2人の会社をもっともっと良くしていこう

① どんなに言い争いをしても、会社を成長させていくことは2人の共通の願
いのはずです。
② 力を合わせて経営・資本・相続の面から事業承継を考え、もっともっとす
ばらしい会社にしていくべきです。



８

1年目

3月
まずは赤字を止める。そして
事業面から事業承継を進めていく

まず事業の立て直しです。
倒産したら事業承継もあっ
たものじゃないですよ

三重苦で困っています。
どうすればいいのですか

あ る 日 の で き ご と

決算月を迎えているのに正確な利益が出ない。こんなこと前の会社ではありえ
なかった。これでは季節とは裏腹に“春遠し”って感じ。



2 まず赤字会社を立て直さないと

９

経営はまず基本的なことをしっかり行うことから始めます

３月

決算期

経理部長

１月利益
２月利益
３月利益

申告
末 ５月末

やっと出
ました

毎月の利益は
翌月10日まで
に必ず出すこ
とですよ
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後
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△166
(100-266)

△166
(100-266)
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月

+

△166
(100-266)

３　

月

決
算
整
理

+

△166
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△8

△2,000

❶２月で1,100万円
（100万円×11か月）
の利益。
税金対策しなくちゃ

❸２月で1,826万円
（△166万円×11か月）
の赤字。
経費削減しなくちゃ

❷対策しなくて
よかったのか

❹やっぱり
赤字だった

1 毎月の利益を早く出す

2 毎月ピカピカの正確な利益を出す

① 毎月どれだけの利益があるのかを、早く正確に出すことが大切です。
② そうしないと経費削減すべきか税金対策すべきか全く見えてきません。
③ 社長の動物的勘にもとづいた利益予想ではこれからの時代は通用しませ
ん。
④ こんな基本的なことができていない会社があるのも事実です。


